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WCS2017 Basel に参加して

万国外科学会日本支部長
大分大学　学長
Councillor,	ISS/SIC

北野　正剛
　今年は WCS2017 の開催年であり、万国外科学会日本支部ではバーゼルでの学
会の成功に向け積極的に活動してまいりました。5 月末になってからようやく大
会本部より司会者推薦の依頼がきましたので、昨年末に本部に送付していた候補
者リストの中から、実際に参加予定の先生方でまだお役目のない先生方を中心に
ご推挙させていただきました。国際学会で３か月前になって司会をお願いするの
は本当に心苦しくご迷惑をおかけしておりますが、ご協力いただきました先生方
にはこの場を借りて厚く御礼申し上げます。このプロセスを早めるように本部に
は再三リクエストしているのですがなかなか改められないのが現状です。
WCS2017 会期中、現地で日本支部の集まりとして恒例の Japan Night を開催い
たしました。企業との関わりで規制が強化される中、同伴者の参加が制限される
など、難しい問題が出てきております。引き続き会員の先生方のご意見を伺いな
がら懇親の場のあるべき姿を求めてまいりたいと思います。今回の Japan Night
は、名誉会員になられた山川達郎先生のお祝い、第３回 Yokohama Award 受賞者
５名の講演、ISDS の会長に就任された今野弘之先生と IASMEN の会長に就任さ
れた東口髙志先生のご挨拶の場ともなりました。名誉会員で Court of Honor の北

島政樹先生からもご挨拶いた
だき、高いアクティビティを
維持している日本支部を象徴
する有意義な会となりました。
　また、WCS2017 に先立ち、
８月 12 日にスイス・バーゼル
に て 開 催 さ れ た、ISS/SIC 
Executive Committee Meeting
に日本支部長として参加しま
し た。 特 に 今 回 は WCS2017
に登録した日本からの Abstract Submission 数は 141 で、Total 1,258 のうち、第
1 位を占めていました。日本の積極的な立場を示すことをできました。さらにご
存じのように次回はポーランドのクラクフで 2019 年８月 11 日～ 15 日に開催さ

れます。2021 年はマレー
シアのクアラルンプールで
開 催 決 定 致 し ま し た。
ニュージーランド、台湾、
マレーシアの 3 候補の中か
ら決定致しました。これか
らも皆様の積極的なご参加
をお願い致します。
　以上、報告となりました
が、今後とも、ご支援、ご
協力をよろしくお願い申し
上げます。

8月のISS/SIC理事会後のひとこま
左からDr. Michael Sarr、マレーシアの保健大臣である
Dr. Noor Hisham Abdullah、北野、Dr. Ken Boffard

Japan Night にて
Court of Honor 北島政樹先生のご挨拶風景
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三国国境都市　
バーゼルの万国外科学会に参加して
　　旧友との再会　　

International Society of 
Surgery (ISS), ならびに Societe 
Internationale de Chirurgie 
(SIC) の名誉会員に推挙されて

国際医療福祉大学　副理事長　名誉学長
慶應義塾大学　名誉教授　
Court of Honor, Honorary Member, ISS/SIC
Past President, ISS/SIC

北島　政樹

帝京大学医学部　名誉教授
Past Councillor, Honorary Member, ISS/SIC

山川　達郎

　47 回 World Congress of Surgery は 8 月 13 日～ 17 日までスイスのバーゼ
ルで開催されました。最初はアルゼンチンのブエノスアイレスの予定でありま
したが、社会情勢の変化や財政破綻の為、急遽、スイスのバーゼルに変更にな
りました。この間、2015 年より Court of Honor に元事務局長の Felix Harder
先生等と共に選出されましたが、Ferreres 組織委員長の組織運営の能力や大
幅な計画の遅れが指摘され、3 人の Court of Honor でメールのやりとりを行い、
その結果理事会に最終決定案を報告いたしました。このような背景の中でバー
ゼルの WCS は準備期間も短く、大変苦労されたと聞いておりました。8 月 13
日 17 時からのオープニングセレモニーでは 4 年振りに学会の役員の先生方と
もお会い出来、旧交を暖める事が出来ました。学会運営に関しては派手さはあ
りませんでしたが、企画・運営の面でさすが ISS/SIC の本部が存在している
だけに綿密に運営され、参加者に高く評価されました。私自身も特別企画
“ERAS” のセッションで元 ISDS 会長 Tonia Young-Fadok 先生と司会をさせ
ていただきました。
　また Marco G. Patti 先生による会長講演では過去の学会会長が紹介され、
2007 年に私が会長としてモントリオールで開催した学会を思い出し、年の過
ぎる速さとモントリオールの街並みや丘の上の旧宮殿で開催した会長招宴を思
い起こしながら拝聴しました。
　今年の Grey Turner Memorial Lecture はカナダのマギール大学 Gerald M. 
Fried 先生であり、確か 2007 年の ISDS の Secretary General であり、二人で

　Belgium の Brussels で、第 1 回 ISW が開催されてから、実に 110 年が経過
しました。その間、ISW は、第一次、第二次世界大戦で、開催できなかった
時期もありましたが、今回の Switzerland の第 3 の国際都市 Basel における
WCS（旧 ISW） 2017 は、その第 47 回目に当たります。
　本会の歴史は、実に、外科の近代の歴史を代弁するための貴重な資料でもあ
るということができますが、今回、この伝統ある会において、不肖、私が名誉
会員に推挙される栄誉を賜りました（写真）。大変、光栄に思うと同時に、こ
れまで、永きにわたりご指導並びにご協力いただきました諸兄に心からの感謝
の意を表する次第です。
　1995 年から 2 年間、ISS/SIC 会長を務められた故出月康夫東京大学名誉教
授の時代、私は、本会の日本支部の事務局長を務めさせて頂き、これまで、
ISS/SIC とは、密接な関係を構築してきました。最近では、ISW 2011 が、
South Africa の Professor Ken D. Boffard と北里大学渡邊昌彦教授を会長とし
て、横浜で開催されましたが、今回、同時に表彰された万国外科学会事務局長
を務められた Mr. Victor Bertschi とは、日本支部事務局長という立場から密
接に連携して、懇意にしてきた関係で、本会の発展に努力してきたことが評価
されたのではないかと思います。その頃のことを思い浮かべると、感慨無量な
ものがあります。
　また、このような光栄に巡り合えましたのは、故出月康夫教授ならびに北島
政樹前 ISS/SIC 会長をはじめ、過去において、ご活躍になられた石川浩一東
京大学名誉教授、阿部令彦慶應義塾大学名誉教授、比企能樹北里大学名誉教授
ほか、多くの先達者の卓越したリーダーシップとお力添えの賜物であったこと
は言を俟たないところであり、これらご指導くださいました諸先輩に心より感
謝申し上げる次第です。

会場近辺を歩いた事を記憶
しております。その後もご
夫妻と親交があり、WCS や
ACS でお会いする機会があ
りなつかしい思いで講演を
聞きました（写真）。特に
2001 年、ISS/SIC の 100 周
年の時に私も Grey Turner 
Memorial Lecture を 経 験
し、その時の記憶が走馬灯
の如く思い起こされました。
　今回の WCS は日本支部会の存在感を各国の参加者に示した学会でもあった
と云っても過言ではありません。まず今野弘之先生（浜松医大学長）が正式に
ポーランドの旧首都クラクフでの ISDS 会長に決定したと同時に馬場秀夫教授

（熊本大学）が副会長に、田邊稔教授（東京医歯大）が理事に選任されました。
また若手外科医の活躍も目覚ましく 2013 年に設置された Kitajima Prize を初め
て日本人外科医、西正暁先生（徳島大）が受賞され、代理発表された池本哲也
先生、指導者の島田光生教授と共に喜びを分かち合いました。さらに優秀演題
賞を受賞した 6 名で構成される ISS/SIC Lloyd M. Nyhus Prize Session に於い
て東尚伸先生（慶應義塾大）が Prize を受賞しました。受賞式終了後、指導医
の八木洋先生、日本支部事務局長　和田則仁先生と Marco G. Patti 会長と共に
写真撮影をし、バーゼルの良き思い出となりました。今回はドイツとフランス
との三国国境都
市であり美しい
ライン川をまた
ぐ Basel は整然
とした街並とグ
リーン色のトラ
ムが大変印象的
でありました。

　今回の Basel で開催された本会の
骨組みには、特に変わったことはあ
りませんでしたが、Australia なら
びに New Zealand の国内参加者も
少なかったことに起因する ISW 
2009 学会の低調さを反省して、今
回 の 会 長 を 務 め ら れ た 米 国 の
Professor Marco G. Patti は、北野
正剛教授を含む世界に知られた精
鋭をプログラム委員会に選出し、広
い視野に立ったプログラムを構成
してくださったことによるもので
あることを実感として感じました。
　ISW の 伝 統 は、ISS/SIC と Collective Member Societies の ISDS（GI 
Surgery）、IAES、IATSIC（Trauma Surgery）、その他、BSI （Breast 
Surgery）や国際的な Participating Society と共に、Joint Symposium を組む
など、協調しながら、外科全般にわたる総合的なプログラムを構成してきたこ
とにあります。この連携を大切にすると同時に、私たち日本の会員は、本邦の
高いレベルの外科学の現状を世界に示す絶好の場であることをも自覚して、大
切にすべき学会と言うことができましょう。
　また同時に、ISS/ SIC の未来は、日本支部会員の双肩にかかっているとも
言って過言ではありません。会員の諸兄には、世界の期待を背負っていること
を自覚されて、本会を基盤として、外国の友人とも友好関係を築き、活発な意
見の交換をされるなど、国際的な活動をおし進めていってくださることを期待
してやみません。
　本邦会員諸兄の益々のご健闘を祈念申し上げます。
1.  Yamakawa T: Exhibit; History of ISS/SIC is the Picture of Progress in 

Surgery, Memories of the XXVIIth ISW-1977; the First ISW held in Japan. 
International Surgical Week / ISW 2011, Yokohama, 2011, 8.28-9.1

2.  Yamakawa T: Surgeons responsibilities between the boundaries of flexible 
endoscopic surgery and MIS. IFSES Main Session; Advances in Minimally 
Invasive Surgery, International Surgical Week / ISW 2011, Yokohama, 
2011, 9.1

Kitajima Prize Session にて

名誉会員表彰式

Grey Turner Lecture にて
左から八木洋先生、北島、Gerald Fried 先生、和田則仁先生
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ISDS President に選出されて

外科代謝栄養学への誘い

浜松医科大学　学長
President	of	ISDS

今野　弘之

藤田保健衛生大学医学部
外科・緩和医療学　教授
President	of	IASMEN

東口　髙志

藤田保健衛生大学医学部外科・緩和医療学 教授 
President of  IASMEN 

　本年 8 月に Basel で開催された World Congress of Surgery （WCS）におけ
る ISDS 総会において ISDS President に選出されました。北島先生を始め、
ISS/SIC Japan Chapter 幹部の先生方には、多大なご尽力を賜り厚く御礼申し
上 げ ま す。WCS2017 は Patti 会 長 の 指 導 力 も あ り、ISDS Ferreres 会 長、
Clavien 教授、Demartines 教授の両 LOC 会長の精力的な運営により盛会裡に
終了しました。開会式では、長年 ISS/SIC にご尽力された山川達郎先生が名
誉会員に推戴され、また、日本人若手外科医の Yokohama Award 受賞もあり、
ISS/SIC における本邦のプレゼンスの高さを肌で感じることができました。個
人的には、最初から最後まで Basel にいて遠出できなかったのは残念ですが、
moderator、introduction 等を通じて、多くの欧米メンバーの知己を得ること
ができました。また、ISDS Dinner では代々会長が引き継いできた長い歴史を
感じさせるメダルを授与されるなど、１週間とても楽しく過ごしました。
　さて、2 年後の WCS2019 はポーランドの Krakow で開催されますが、Basel

　今回、伝統ある万国外科学会（ISS/SIC）の日本支部ニュースに執筆させてい
ただけることを身に余る光栄と感じております。
　私は 1981 年に三重大学医学部を卒業後、直ちに第一外科学講座（当時の教授：
水本龍二先生）に入局いたしました。肝胆膵の外科医として研鑽を積むとともに、
当時あまり重視されていなかった代謝栄養学を駆使することによる切除後残存肝
の再生促進の研究に取り組みました。その後、米国オハイオ州のシンシナティ大
学外科学講座（当時の教授：Josef Ｅ Fischer 先生）に勤務いたしました。そこ
で代謝栄養学の基礎から臨床までを徹底的に叩き込まれました。帰国後、1998
年に鈴鹿中央総合病院に全科型の NST を設立いたし、それ以来外科代謝栄養学
の普及にも努め、2012 年には一般社団法人日本静脈経腸栄養学会（JSPEN）の
理事長に就任いたしました。JSPEN は NST の診療報酬獲得から急激に会員数
が増え、現在 21000 人を越える会員数を有する世界最大の代謝栄養学関連学会
となりました。本学会の初代理事長は、故小越章平先生で、第二代は大柳治正
先生、第三代が平田公一先生と皆様がよくご存じの先生方が連なります。私にと
りましては、とても過分なポジションをいただいたことになり、唯々がむしゃら
に働くしかなく今日に至っております。
　さて今回、2017 年 8 月 13 ～ 17 日に、スイスのバーゼルで開催されました
第 47 回 World Congress of Surgery WCS 2017（formerly named International 
Surgical Week ISW）に参 加させていただき、International Association for 
Surgical Metabolism and Nutrition （IASMEN）の Executive Committee 
Meeting にて President の大役を仰せつかることになりました。図 1 の写真はそ
の時の記念写真ですが、日本からは福島亮治先生、小谷穰治先生、比企直樹先

同様多くの日本の先生方にご参加いただきます様、お願い致します。Krakow
は古都で、静かな佇まいの落ち着いた都市です。ポーランド外科学会にも協力
して頂けますので、盛会になるものと思っています。名誉会員の比企能樹先生
が日本支部ニュースで触れられていますが、ISS/SIC は 1902 年にベルギーで
創設された世界で最も古い外科の国際学会で、1 世紀以上の長きに渡り活動を
続けています。2009 年から ISDS は、他の 5 つの Societies と共に Integrated 
Societies の一つとして、新たに命名された Collective Member Societies とし
ての中心的な役割を果たしています。2009 年から 2 年間北島政樹先生が ISDS
会長を務められておられますが、それ以来の日本人会長ということで、とても
名誉なことと思っています。また、この度、ISDS の Board member が新しく
なりましたが、Vice president に熊本大の馬場教授、Councilor に東京医科歯
科大の田邉教授に入って頂くことになり、ご活躍頂けるものと期待しています。
今後さらに日本の発言力を高めるためには、ISDS Japan の会員数の増加が必
要です。ISS/SIC メンバーは僅かの追加会費で ISDS メンバーになれますので、
何卒ご協力をお願いします。
　最近、ISS/SIC 新会長の Prof. Andrew Hill が ISS/SIC の改革について提言
しています。発展途上国の若手外科医を対象とした教育プログラムなど、かな
り意欲的な改革案で、それぞれの Collective Member Societies での検討を要
請されました。ISDS 定款に掲げてある設立目的にも合致しており、発展途上
にある国々の外科医療の進歩に貢献するために、先生方のアイデアをお聞かせ
いただきたいものと思っています。今後とも、ご指導とご支援を賜ることをお
願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

生にもご出席いただきました（図 1）。皆様は既にご存じのこととは存じますが、
IASMEN は欧州臨床栄養代謝学会（ESPEN）とも密接な関係を有しており、添
付いたしました写真・図 2 の向かって左端におられます長身の紳士は、
IASMEN 三代前の President である Olle Ljungqvist 先生です。彼は同時に
ESPEN の三代前の理事長でもあります。また、写真向かって右端におられます
IASMEN 前 President の Dileep Lobo 先生は、現在 ESPEN の Function 
Chairman of Scientific Committee でもあります。このように IASMEN での活
動は、外科領域における代謝栄養学というだけでなく、見方を変えますと世界に
おける代謝栄養学という領域での外科医のフィールドでもあり、これらがうまく
絡み合ってきますと種々の新しい試みが生まれ、普及し浸透してまいります。私
自身にはたいした力はありませんが、一緒に活動を共にする仲間とともに、
IASMEN および ISS/SIC の発展・普及へ尽力することはもちろんのこと、
IASMEN と JSPEN ならびに日本外科代謝栄養学会（JSSMN）との架け橋となり、
IASMEN および ISS/SIC に参加することの楽しさ、素晴らしさを一人でも多く
の外科医、特に若手外科医にお伝えし、将来の外科学を担える立派な医師になっ
ていただけるよう教育に励みたいと思っております。なお、2019 年 8 月 11 ～ 15
日にポーランドのクラコーで開催されます第 48 回 WCS 2019 には一人でも多く
の先生方ならびにメディカルスタッフの皆様のご参加をよろしくお願いいたしま
す。外科学全般はもちろんのこと、外科代謝栄養学のダイナミックでかつエキサ
イティングな実践とその進歩を一緒に感じていただければと思っております。
　最後になりましたが、このたびは栄えある IASMEN の President というポジ
ションを賜り、誠にありがとうございます。皆様方のご支援ならびにご高配に心
より御礼申し上げますとともに、本日本支部会ニュースにご掲載いただく機会を
いただき重ねて御礼申し上げます。

IASMEN The Presidents（2017年8月IASMENバーゼルにて） 

左から、 で三代前の である 先生、
次期 の 先生、今回 に選出いただいた小生と
前 の 先生です。普段から仲が良いのですが、偶然の歴代

の となりました。

（図1）IASMENの新コアメンバー（2017年8月バーゼルにて）
日本からは福島亮治先生、小谷穰治先生、比企直樹先生もご参加いただいています。

（図２）IASMEN The Presidents（2017年8月IASMENバーゼルにて）
左から、Member at Largeで三代前のPresidentであるOlle Ljungqvist先生、次期Presidentの
Anders Thorell先生、今回Presidentに選出いただいた小生と前PresidentのDileep Lobo先生です。
普段から仲が良いのですが、偶然の歴代PresidentのOne Shotとなりました。

IASMEN （International Association of Surgical Metabolism and Nutrition）
President: Takashi Higashiguchi, Professor, Fujita Health University School of Medicine
Secretary / Treasurer： Joji Kotani, Professor, Kobe University School of Medicine
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東京医科歯科大学医学部附属病院
救命救急センター

本藤　憲一

　万国外科学会会員の先生方におかれましては、ご健勝のこと
とお慶び申し上げます。この度は 2017 年 8 月に開催された第
47 回 World Congress of Surgery に お き ま し て Yokohama 
Award of ISS/SIC Japan Chapter を受賞させていただき、誠に
ありがとうございました。
　今回、賞をいただいた研究のテーマは、脂質メディエーター
の一つである calcium-independent phospholipase A2 gamma の
急性炎症における役割についての検討したものでした。東京医
科歯科大学大学院　救急災害医学分野の相星淳一先生に御指
導いただき研究してまいりました。まだまだ途中段階の研究で
ありますが、今後の展望も含めて考察に盛り込み応募させてい
ただきました。

埼玉医科大学　国際医療センター
下部消化管外科

清水　浩紀

　万国外科学会会員の諸先生方におかれましては、ご健勝のこ
ととお慶び申し上げます。このたび、2017 年 8 月にスイスのバー
ゼルで開催されました the 47th World Congress of Surgery にお
いて第 3 回 Yokohama Award を賜り、大変光栄に存じます。
　 私 の 受 賞 演 題 は、“Significance of Diverting Ileostomy 
Following Laparoscopic Low Anterior Resection in Rectal 
Cancer Patients; Is There A Gender Difference?” というタイト
ルで、直腸癌に対する腹腔鏡下低位前方切除術における一時的
回腸人工肛門造設の意義について 417 例を対象とし、特に性差
に注目して検討したものであります。2016 年 4 月に私が現職と
して赴任して以来お世話になっており、かつ今回の臨床研究を
ご指導頂きました当科の山口茂樹教授に深く感謝申し上げます。
　また、学会に先立ち開催されました The Davos GI-Hands-On 
Course にも参加する機会を頂きました。世界各国の若手医師
が集まり、スイス人指導医のもとで 2 日間にわたり手術手技の

大分大学　消化器・小児外科学講座　

一万田　充洋

　このたび第 3 回 Yokohama Award of ISS/SIC Japan Chapter
の受賞を承り、大変光栄に感じております。
　私が発表させていただきました演題は「Long-term outcomes 
of preoperative RT + S-1 for locally advanced rectal cancer」で
す。大分県内 37 施設で行った局所進行直腸癌に対する術前科
学放射線療法に関する多施設共同 RCT の長期予後について発
表させていただきました。大分県全体で力を合わせて行った研
究ですので私個人の研究ではありませんが、皆で行った臨床研
究がこのような評価をいただきましたことをその一員として大

　学会参加前に渡航し、Davos GI Course を受講させていた
だき、他の association から受賞したまさに万国からこられた
若手の外科医とも交流することができ、大変貴重な機会にな
りました。
　発表はポスターでしたが、国際的な舞台で、自分の研究成
果を発表することができること自体が素晴らしく感動的でし
た。ご指摘いただいた点は今後の研究に参考になるものでし
たし、他の人の発表内容やプレゼンテーション方法も大変刺
激的でした。バーゼルという美しい町で若干心も解放されな
がら、充電できた 1 週間でした。
　今回このような大変貴重な機会をいただき、関係者の皆様
に深く御礼を申し上げます。今後も臨床、研究に励み、医学
の新たな一歩を踏み出せるよう研鑽したいと存じます。本当
にありがとうございました。

トレーニングを受けましたが、他国の外科医と講習や食事な
どを通じて交流できたことは大変貴重な経験となりました。
さらに、私同様に受賞された 4 人の先生方にも大変仲良くし
て頂き、素晴らしい仲間が出来ました。
　今回の経験を糧に、今後も Academic Surgeon となるべく邁
進していきたいと思います。最後にこのような貴重な経験をさ
せて頂き、万国外科学会日本支部関係者の皆様に深く御礼申し
上げます。

変誇らしく思います。私にとっては初めての国際学会での
Oral presentation ということもあり大変緊張しましたが、座長
の渡邊昌彦先生にも助けていただきなんとか無事発表を終え
ることができました。
　多くの先生方とお会いできたのも大変貴重な経験になりま
した。特に Yokohama Award をともに受賞させていただいた
4 名の先生方とお酒を飲みながら日本の医療や外科治療の将
来について語った日々は一生の思い出です。これからも他の
先生方に置いて行かれないよう外科医として臨床に研究に精
進を続けていきます。このような大変貴重な機会を与えてい
ただきましたことを深く御礼申し上げます。本当にありがとう
ございました。

Yokohama Award は ISW2011 Yokohama の余剰金を基金とし、若手外科医の
WCS への参加を支援する目的で創設されました。WCS に優れた演題を提出し
た 40 歳以下の外科医に授与されます（応募には日本支部会員による推薦が必要）。
第３回である Yokohama Award WCS2017 Basel は応募抄録の厳正な審査の結
果、次の 5 名の先生が受賞しました。
受賞者は ISS/SIC Foundation Travel Scholarship を始めとする他の Travel 
Award 受賞者とともに WCS2017 Basel 2 日目 Early Morning Session での表
彰式に出席し、北野日本支部長からの紹介、証書の授与を受けました。

Yokohama Award of ISS/SIC Japan Chapter 
WCS2017 Basel　受賞者紹介
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東北大学大学院　医学系研究科　 
消化器外科学分野　

志村　充広

　万国外科学会会員の諸先生方におかれましては、ご健勝の
こととお慶び申し上げます。今回、スイスのバーゼルで開催
された World Congress of Surgery 2017 において、第 3 回目に
あ た る Yokohama Award of ISS/SIC Japan Chapter を 賜 り、
大変光栄に存じます。このような栄誉ある賞を頂き、関係者
の先生方に心より御礼を申し上げます。
　私は「ATTENUATION OF SKELETAL MUSCLE VOLUME 
AFTER NEOADJUVANT CHEMOTHERAPY PREDICTS 
POOR PROGNOSIS OF PANCREATIC CANCER.」というタ
イトルで発表させて頂きました。近年、膵癌に対する集学的治
療において、術前治療の有効性が報告されてきております。ま

東北大学大学院　医学系研究科　
消化器外科学分野　　

鈴木　ゆき恵

　この度はスイス・バーゼルで開催されたWCS2017において、
栄誉ある Yokohama Award を受賞させていただき、大変光栄
に感じております。私は「臨床的粘液産生の有無による IPNB
の臨床病理学的検討」というテーマで発表させていただきま
した。万国外科学会関係者の皆様、ご指導いただいた先生方、
お世話になりました Award 受賞者の方々には、この場を借り
て心より御礼申し上げます。
　バーゼルで心に残ったのは街の美しさ、会場の雰囲気、世
界的権威の先生方のご講演など多くありますが、やはり一番

た、一方でさまざまな悪性疾患において術前の低骨格筋量が予
後不良あると報告されていることに注目し、膵癌術前治療期間
における骨格筋量などの体組成や栄養学的指標であるアルブミ
ン値の変化を調べ、さらに膵癌術前治療患者における術前治療
前後の低骨格筋量が、予後や再発に与える影響を検討いたし
ました。そして、術前治療後の低骨格筋量は術後全生存期間と
術後無再発生存期間に有意に相関することがわかりました。
　また、この度は Davos GI-Course at WCS 2017 in Basel にも参
加させて頂き、開腹手術や腹腔鏡手術の基礎をウェットラボで学
ぶだけでなく、Yokohama Award 受賞者の皆様や、全世界から
Davos GI-Course に参加した計 48 名の外科医たちと交流を深める
ことができました。私にとって、まさに世界が広がった学会週間で
ありました。今後も彼らに負けないように日々精進したいと思います。
　最後に、このような貴重な経験をさせて頂き、万国外科学
会日本支部の皆様に深く御礼申し上げます。

は、Training course にて多くの他国からの参加者と話す機会
を得たことです。コースではオーストラリアからの参加者と
ペアを組み、議論しながら手技を勉強することができました。
内容は勿論、他国で日々研鑽を積んでいる若き外科医と交流
できたことは、何にも代え難い経験となりました。また、女
性外科医のミーティングにも参加させていただき、家庭をも
ち外科医としても第一線で活躍されている先生方とお会いで
きたことも、非常に貴重な経験で、今後のモチベーションと
なるものでした。
　今回の経験を糧とし、このような国際学会でも臆すること
なく意見を交わせるレベルになれるよう、今後も臨床・研究・
英語力ともに精進していきたいと思っております。今後とも
ご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

漢方医学と西洋医学の融合により
世界で類のない最高の医療提供に貢献します

●お問い合せは、お客様相談窓口まで。
【医療関係者の皆様】Tel.0120-329-970 【患者様・一般のお客様】Tel.0120-329-930

（2017年8月制作） PVCAz20-K
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第43回万国外科学会（ISS/SIC）日本支部総会 議事録
2017年4月29日（土曜日）午前7:15～8:00
於：パシフィコ横浜　会議センター　4F　416＋417

出席者：今井 常夫、井本　滋、岩下 幸雄、海野 倫明、遠藤　格、大友 康裕、小澤 壯治、
掛地 吉弘、菊池 寛利、北川 博昭、北川 雄光、北島 政樹、北野 正剛、 
桑野 博行、小池 直人、小谷 穣治、小寺 泰弘、小林 道也、今野 弘之、 
島田 光生、鈴木 眞一、高見　博、田邉　稔、寺島 雅典、長田 拓哉、中村 清吾、 
中村 隆俊、中村 卓郎、夏越 祥次、西田 俊朗、野村 幸世、馬場 秀夫 、 
原　 尚 人、 東 口 髙 志、 比 企 直 樹、 福 島 亮 治、 藤 田　 尚、 堀 口 明 彦、 
前田耕太郎、松原 久裕、松本 純夫、真船 健一、宮澤 光男、村尾 佳則、 
森　正樹、守瀬 善一、矢永 勝彦、山川 達郎、山口 茂樹、横江 隆夫、 
吉田 和弘、若井 俊文、和田 則仁、渡邉 聡明、渡邊 昌彦　

　　　　（敬称略、五十音順、計 55 名）（事務局：奥田京子　堀  里穂）

⒈　開会の挨拶　北野正剛日本支部長
⒉　前回議事録の確認　
⒊　支部活動報告
⒋　決算・予算案　原案（ニュースレター 44 号に掲載）通り承認された。
⒌　ISS/SIC 理事会報告
　　 北野日本支部長：3 月 17、18 日バーゼルで行われた理事会に出席した。

WCS2017 の演題提出数は、日本が 141 件とトップ。全体の演題提出数も前
回の 5 割増となっており、会の活性化につながっている。WCS2019 は、ポー
ランドのクラコウで開催予定。WCS2021 は、クアラルンプール、台北、オー
クランドが候補地となっているが、クアラルンプールが政府のバックアップ
もあり有力。8 月に最終決定される。また、President(2017/2019) に Prof. 
Andrew Hill (NZ)、President Elect に Prof.John Hunter (US) が承認された。
Honorary Memberには、日本から山川達郎先生が授与されることに決定した。
フェローメンバーシップ制度が導入されることになり、募集要項もできてい
る。状況をみながら、詳細などお知らせしていきたい。ニュースレターが電
子データでの送付のみとなる。

⒍　Yokohama Award について
　　 和田日本支部事務局長：ISW2011 横浜の余剰金を基金として設立され、今年

で 3 回目。11 名の応募があり、厳正なる審査の結果、5 名選出された。今回は、
プレコースが Travel Scholars を対象に開催されることになり、コースに関わる
費用などが日本支部からの 10 万円に加えて、Davos Foundation より支給される。

7．World Congress of Surgery (WCS）2017 バーゼルについて
　　 和田日本支部事務局長：2017 年 8 月 13 日から 8 月 17 日、スイスバーゼルに

おいて開催予定。主な日程は支部ニュース 44 号に掲載のとおり。日本支部とし
ては、Japan Night を企画している。位置づけとしては、企業の説明会に懇親
会が含まれるというもので、コンプライアンス上問題はないので、ぜひご参加
いただきたい。

8．Collective Member Societies（旧 Integrated Societies）について
　　 IAES　今井常夫先生：演題の採択数は把握していないが、採択過程には、

私も一部関わった。
　　 IATSIC　藤田尚先生：今年も Definitive Surgical Trauma Care (DSTC) コー

スを 5 月の終わりに、Ken Boffard 先生、Michael Stein 先生、Ronald Maier
先生を招いて開催するので、外傷にご興味のある若手の先生はぜひご参加い
ただきたい。

　　 IASMEN　東口髙志先生：バーゼルにおける司会、スピーカーを日本からかな
り入 れ さ せ て い た だ い た。 現 在、Secretary/Treasurer に 小 谷 穣 治 先 生、
Education Chair に福島亮治先生が任命されているが、次期組織再編にも、日
本から任命されるよう努力したい。術前、術後の栄養管理にフォーカスをあて
たディスカッションをしたいと提案があったので、小谷先生、福島先生、鍋谷

 

WCS2019開催のお知らせ

Rynek Główny 広場（クラコウ）

次回の WCS は、2019 年 8 月 11 日から 15 日、
ポーランドのクラコウで
開催されます。

先生はじめ多くの先生方とともに盛り上げていきたい。
　　 BSI　中村清吾先生：従来通り、前日に若手医師を中心に Oncoplastic、超音

波などの教育コース を設けている。現在は香港から Council がでているが、
今回 3 人改正されるので、窓口を井本滋先生にお願いし、日本から任命され
るよう交渉していきたい。

　　 ISDS　今野弘之先生：昨年 11 月に発足した APSDS （Asian Pacific Society 
Digestive Surgery）が本格化してくれば、アジアの消化器外科のメインの学会
になっていく。それを土台にして、ISDS AP(Asian Pacific) の日本人会員数も
倍にし、次回 ISDS のプログラムには日本人の先生方の出番をできるだけ多く
つくりたい。

⒐　 機関誌（WJS）について
　　 和田日本支部事務局長：Associate Editor の片井均先生がご欠席。Editor in 

Chief の Prof. John Hunter が退任することとなり、後任を選考中であるとの
伝言を受けている。

10.  その他　名誉会員を授与された山川達郎先生よりご挨拶。
Court of Honor の北島政樹先生より一言。バンコクの学会から Prof. Felix 
Harder、Prof. Ronald Maier とともに 3 名が Court of Honor に任命された。
ISS/SIC に問題が生じた時に裁定を下し、理事会に提言していく役目であり、
WCS の開催地がバーゼルに変更した時、Prof. Alberto Ferreres の President
辞退に関する事も 3 名で調停した。今後何かあれば、北野日本支部長を通じ
てご連絡いただきたい。

11.  次回支部総会日程について　次回の総会は恒例どおり日本臨床外科学会最終
日早朝を予定している。

以上（文責　和田則仁）
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